
平
安
時
代
の
表
現
証

 
 
 
 
 
 
 
叩

文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論

彙
と
読
解
語
彙

関

一

雄

は
じ
め
に

 
平
安
時
代
は
、
漢
字
か
ら
真
仮
名
(
万
葉
仮
名
)
を
経
て
、
草
仮
名
・
平

仮
名
が
考
案
さ
れ
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
漢
文
が
公
的
(
正
式
)
な
文
章
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
文
筆
の
業
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
の
詮
索
は
、
時
代
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彼
方
に
埋
没
し
て
姿
を
表
さ
な
い
当
時
の
日
常
的
用
語
を
推
測
す
る
上
で
、

避
け
て
通
れ
な
い
作
業
で
あ
る
。

 
表
現
者
(
言
語
主
体
・
作
者
)
は
、
そ
の
立
場
か
ら
素
材
や
題
材
を
把
握

し
、
ま
た
場
面
を
意
識
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
を
調
整
す
る
、
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
表
現
類
型
が
生
ず
る
(
時
枝
誠
記
『
文
章
研
究
序
説
』

〈
一
九
六
〇
年
〉
)
。
本
稿
は
そ
の
類
型
と
し
て
の
文
体
(
類
型
的
文
体
・

範
疇
的
文
体
)
に
つ
い
て
、
語
彙
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。
文

章
表
現
に
お
い
て
は
、
用
字
〔
漢
字
・
仮
名
〈
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
〉
・

(
後
世
に
は
そ
れ
に
)
ロ
ー
マ
字
な
ど
の
表
記
〕
か
ら
、
離
れ
る
こ
と
は
か

な
り
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
不
可
変
な
も
の
で
は
な
い
(
後
述
)
。

従
っ
て
不
変
な
も
の
で
あ
る
語
彙
(
用
語
)
の
如
何
に
よ
っ
て
、
類
型
を
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

 
(
注
)
日
常
的
用
語
と
は
、
表
現
者
が
言
語
表
現
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
意
 
勾

 
 
 
 
図
的
な
用
語
選
択
の
意
識
の
極
め
て
弱
い
状
況
下
で
使
わ
れ
た
語
と
 
田

 
 
 
 
規
定
す
る
。
以
下
に
取
り
上
げ
る
文
体
類
別
か
ら
生
ず
る
術
語
の
、

 
 
 
 
い
ず
れ
が
そ
れ
に
相
対
的
に
近
い
か
を
推
測
す
る
た
め
の
仮
の
術
語

 
 
 
 
で
あ
る
。

語
彙
の
二
つ
の
側
面

i
.
 
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙

 
上
述
の
よ
う
に
表
現
者
は
、
場
面
を
意
識
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
調
整
し
た

一
定
の
表
現
類
型
を
選
び
、
そ
の
類
型
に
よ
っ
て
言
語
表
現
を
行
う
、
そ
の

類
型
を
「
文
体
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、
平
安
時
代
の
表
現
者
が
場
面
即

ち
読
み
手
(
聞
き
手
)
や
素
材
(
表
現
対
象
)
に
対
応
し
、
あ
る
い
は
制
約

平
安
時
代
の
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙
-
文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論
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さ
れ
て
、
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
類
型
と
し
て
の
文
体
は
、
い
か
よ
う
に
立
て

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
・
記
録
書
・
歌
語
な
ど

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
従
来
の
文
体
類
別
か
ら
生
じ
た
術
語
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
、
表
現
者
の
側
に
属
す
る
表
現
語
彙
と
、
読
解
の
立
場
に
置
か
れ
た

者
の
用
い
る
読
解
語
彙
の
区
別
が
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

 
従
来
の
文
体
類
別
(
研
究
)
を
ど
う
捉
え
直
す
か
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
体
に
か
か
わ
る
言
語
の
性
格
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
日
本
語
の
変
遷
の
記
述
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
の
二
つ
の
峻
別
に
こ
だ
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

h
.
 
表
現
語
彙
と
し
て
の
「
和
文
語
」

 
こ
こ
に
い
う
「
和
文
語
」
は
、
『
源
氏
物
語
』
等
の
平
安
時
代
の
仮
名
散

文
に
用
い
ら
れ
た
語
の
中
か
ら
「
歌
語
」
や
い
わ
ゆ
る
「
漢
文
訓
読
語
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
を
除
外
し
た
語
の
謂
で
あ
る
。
前
項
に
記
し
た
よ
う
に
、
仮

名
散
文
の
作
者
は
場
面
(
読
み
手
や
素
材
)
に
対
応
し
て
、
そ
れ
に
適
し
た

語
を
意
図
的
に
選
択
し
た
。
『
枕
草
子
』
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
は
用
い
ら

れ
な
い
和
文
語
が
か
な
り
散
見
す
る
の
も
(
大
野
晋
『
源
氏
物
語
』
 
〈
一
九

八
四
年
〉
等
)
、
表
現
者
(
作
者
)
と
場
面
の
相
違
に
よ
る
。
そ
の
相
違
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
も
究
明
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。

 
さ
て
、
上
代
語
と
平
安
時
代
語
を
比
較
し
て
み
る
と
、
音
韻
・
文
字
・
文

法
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
語
彙
(
文
法
的
語
彙
の
助
詞
・
助
動
詞
も
含
む
)

の
面
に
お
い
て
も
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
上
代
語
が
時
代

と
と
も
に
変
遷
し
て
平
安
時
代
の
和
文
語
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
に
は
疑
義

が
あ
る
と
す
る
見
方
が
な
さ
れ
る
。

 
山
口
佳
紀
「
平
安
時
代
語
の
源
流
に
つ
い
て
」
(
『
古
代
日
本
文
三
年
論
考
』

〈
一
九
九
三
年
〉
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
上
代
語
は
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読

語
へ
連
続
し
て
お
り
、
平
安
和
文
語
の
源
は
、
山
城
方
言
の
蓋
然
性
が
高
い
、

と
い
う
。

 
こ
の
山
口
論
文
に
対
す
る
批
判
は
、
柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
を
通
し
て

見
た
日
本
語
音
韻
史
』
(
一
九
九
三
年
)
・
阪
倉
篤
義
氏
の
書
評
(
「
国
語
と

国
文
学
」
一
九
九
三
年
一
二
月
号
)
等
で
部
分
的
あ
る
い
は
印
象
的
に
な
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
早
く
に
総
体
的
に
採
り
上
げ
て
、
批
判
し
た
論
文
に

築
島
裕
「
訓
点
語
彙
と
和
文
語
彙
」
(
「
文
学
・
語
学
」
五
七
〈
一
九
七
〇

年
〉
)
が
あ
る
。
築
島
論
文
で
は
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
関
連
を
考
察

す
る
方
法
上
の
類
型
と
し
て
、
A
上
代
語
・
B
平
安
初
期
漢
文
訓
読
語
.
 
C

平
安
後
半
期
漢
文
訓
読
語
・
D
平
安
時
代
和
文
語
の
四
を
立
て
、
こ
の
四
類

型
間
の
関
連
図
を
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
示
し
た
。
そ
の
上
で
後
述
の
よ
う
に

山
口
論
文
に
対
す
る
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

 
 
1
.
 
A
↓
B
ほ
C
1
1
D
(
語
例
 
A
マ
シ
ジ
・
カ
モ
↓
B
C
D
マ
ジ
・
カ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
)

 
 
2
.
 
A
1
1
B
↓
C
-
1
D
(
語
例
 
A
B
ユ
・
ラ
ユ
・
ア
カ
ト
キ
・
ネ
モ
コ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
等
↓
C
D
ル
・
ラ
ル
・
ア
カ
ッ
キ
・
ネ
ム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
子
等
)
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3
.
 
A
1
1
B
1
1
D
↓
C
(
語
例
 
A
B
D
イ
ク
〈
行
〉
・
フ
タ
グ
↓
C

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ク
・
フ
サ
グ
)

 
 
4
.
 
A
」
B
陛
C
(
語
例
 
A
B
C
ズ
シ
テ
・
ム
ト
ス
・
シ
ム
・
シ
カ

 
 
 
 
 
…
 
〈
然
〉
…
…
D
デ
三
ズ
三
●
サ
ス
●
サ
〈
然
〉
)

 
 
 
 
 
「
…
・
↓
D

 
4
.
 
の
パ
タ
ー
ン
が
、
山
口
論
文
で
上
代
語
は
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語

に
は
連
続
す
る
が
、
平
安
和
文
語
に
は
連
続
せ
ず
、
平
安
時
代
和
文
語
の
源

は
山
城
方
言
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
し
た
も
の
だ
が
、
1
.
 
2
.
 
3
.
 
の

よ
う
に
上
代
語
が
平
安
和
文
語
の
祖
語
と
認
定
さ
れ
る
も
の
(
こ
れ
が
大
多

数
で
あ
る
が
)
と
の
相
互
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
に
問
題
が
残
る
。
 
 
築

島
論
文
は
、
以
上
の
よ
う
に
山
口
論
文
に
否
定
的
見
解
を
示
す
。
そ
し
て
4
.
 

に
つ
い
て
築
島
論
文
は
そ
の
最
終
節
で
、
平
安
初
期
の
和
文
に
用
い
ら
れ
た

漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
、
漢
文
訓
読
と
比
較
的
縁
の
浅
い
文
献
に
つ
い
て
、

自
己
の
前
著
(
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
つ
き
て
の
研
究
』
 
〈
一
九
六
三

年
〉
)
の
考
え
を
一
部
分
修
正
し
て
い
る
。
即
ち
、
古
今
集
の
詞
書
、
蜻
蛉

日
記
、
更
に
歌
合
の
あ
る
も
の
な
ど
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「
や
う
や
く
」
「
ご
と
し
」
「
く
し
て
、
に
し
て
、
ず
し
て
」
「
し
む
」

 
 
「
ら
」
な
ど
の
例
は
、
必
ず
し
も
漢
文
訓
読
の
影
響
と
い
ふ
の
で
な
く
、

 
 
比
較
的
早
期
の
和
文
の
成
立
し
た
時
期
に
は
未
だ
上
代
語
の
勢
力
が
全

 
 
く
衰
へ
ず
、
一
般
口
語
と
し
て
も
未
だ
行
は
れ
て
る
た
為
に
、
和
文
の

 
 
中
に
も
そ
れ
が
反
映
し
て
み
る
と
見
得
る
も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

平
安
時
代
の
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙
-
文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論
一

 
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
、
次
に
述
べ
る
読
解
語
彙
と
し
て
の
漢
文
訓
読

語
と
、
表
現
語
彙
で
あ
る
和
文
語
と
の
相
違
を
峻
別
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て

如
上
の
よ
う
な
語
彙
が
、
平
安
中
期
の
和
文
に
も
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、

ま
ま
散
見
す
る
こ
と
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

…
皿
.
 
読
解
語
彙
と
し
て
の
「
漢
文
訓
読
語
」

 
山
田
俊
雄
「
和
漢
混
清
文
」
(
『
岩
波
講
座
 
日
本
語
一
〇
 
文
体
』
 
企

九
七
七
年
〉
)
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
一
節
が
あ
る
。

 
 
「
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
」
が
、
「
漢
文
訓
読
の

 
 
作
業
の
間
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
発
生
し
た
語
(
に
お
け
る
文
法
)
」
と

 
 
い
う
意
味
に
は
解
せ
な
い
か
ら
(
中
略
)
「
漢
文
訓
読
の
際
に
、
え
ら

 
 
ば
れ
た
、
ま
た
は
保
存
さ
れ
た
前
代
の
語
の
使
用
」
も
し
く
は
「
漢
文

 
 
訓
読
の
際
に
、
え
ら
ば
れ
た
、
ま
た
は
初
め
て
上
層
に
浮
上
が
っ
た
、

 
 
そ
の
時
代
の
語
の
使
用
」
と
い
う
理
解
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

 
 
ず
で
あ
る
。
〈
傍
線
は
、
関
〉

 
こ
の
重
要
な
指
摘
は
、
引
用
し
た
通
り
、
や
や
わ
か
り
づ
ら
い
表
現
に
な
っ

て
い
る
た
め
か
(
あ
る
い
は
、
こ
の
講
座
論
文
が
「
和
漢
混
清
文
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
な
が
ら
、
「
和
漢
混
清
文
」
と
い
う
類
型
と
し
て
の
文
体

の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
た
め
か
、
お
そ
ら
く
そ
の
両
方
)
、
大
方
の
注
目

を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
な
い
。

 
遠
藤
嘉
基
(
『
訓
点
資
料
と
訓
点
語
の
研
究
 
改
訂
版
』
一
九
五
三
年
)
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は
、
「
訓
点
語
(
漢
文
訓
読
語
)
」
を
平
安
時
代
の
口
語
と
推
定
さ
れ
た
。
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 
 
こ
の
資
料
〔
訓
点
資
料
〕
の
高
く
買
わ
れ
る
の
は
、
訓
点
語
が
口
語

 
 
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
〈
三
五
頁
〉
(
後
略
)

 
 
 
た
と
え
ば
万
葉
記
紀
か
ら
日
記
物
語
に
か
け
て
の
ト
ラ
フ
と
い
う
コ

 
 
ト
バ
が
、
点
本
で
は
ツ
カ
マ
フ
(
東
大
寺
調
諦
草
稿
)
と
い
っ
た
ぐ
あ
々

 
 
い
に
、
両
者
そ
の
生
活
す
る
世
界
を
異
に
し
て
い
る
の
が
あ
る
。
し
か

 
 
も
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
あ
る
ッ
カ
マ
フ
は
、
文
献
的
に
は
平
家
物
語

 
 
(
長
門
本
)
ご
ろ
か
ら
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
＼
に
現
在
の
口
語
の
歴
史

 
 
の
、
意
外
に
古
い
こ
と
に
驚
く
で
あ
ろ
う
が
、
〈
九
一
頁
〉
(
後
略
)

 
 
 
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
コ
ト
バ
 
〔
ツ
カ
マ
フ
・
セ
イ
・
ミ
ノ
ケ
ヨ
ダ

 
 
ツ
・
カ
ド
ブ
・
ス
タ
ル
等
〕
は
、
日
記
物
語
の
カ
ナ
文
学
に
あ
ら
わ
れ

 
 
な
い
の
か
。
こ
＼
に
両
者
の
よ
っ
て
た
つ
地
盤
の
相
違
が
考
え
ら
れ
る
。

 
 
す
な
わ
ち
カ
ナ
文
学
が
女
子
の
世
界
を
地
盤
と
し
た
の
に
、
こ
れ
〔
訓

 
 
点
語
〕
は
男
子
の
世
界
に
生
活
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
＼

 
 
に
女
子
男
子
と
い
う
の
は
、
べ
ん
ぎ
的
な
呼
び
名
で
あ
っ
て
、
厳
密
に

 
 
は
、
女
子
と
は
宮
廷
に
あ
る
女
流
の
士
、
男
子
と
は
漢
文
を
学
び
漢
字

 
 
漢
語
を
解
す
る
こ
と
を
有
識
と
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
女
子
は
、

 
 
原
則
と
し
て
男
子
の
世
界
に
入
り
こ
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

 
 
て
、
い
う
と
こ
ろ
の
男
子
女
子
と
は
、
正
確
に
は
特
殊
の
わ
く
に
あ
る

 
 
人
た
ち
で
あ
る
け
れ
ど
も
一
般
庶
民
の
言
語
に
つ
い
て
の
資
料
の
な
い

 
 
こ
ん
に
ち
の
こ
と
と
て
、
こ
の
特
殊
を
普
遍
的
な
名
を
以
て
呼
ん
だ
の

 
 
で
あ
っ
て
、
〈
九
二
頁
〉
(
後
略
)
(
〔
〕
内
は
関
の
補
い
)

 
遠
藤
説
は
右
の
よ
う
に
、
夙
に
「
漢
文
訓
読
語
」
を
私
の
い
う
「
日
常
的

用
語
」
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
今
日

で
は
そ
の
一
部
を
除
き
、
一
般
化
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
右
の
引
用

の
第
三
段
落
か
ら
の
論
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
訓
点
語
を
男
子
の
口
語
、

日
記
物
語
の
語
を
女
子
の
言
葉
と
し
た
と
こ
ろ
の
説
得
力
に
、
弱
さ
を
認
め

ざ
る
を
得
ず
、
右
の
引
用
部
分
に
も
述
べ
ら
れ
て
も
い
る
が
、
『
土
左
日
記
』

の
用
語
を
対
象
と
し
た
論
文
(
「
貫
之
の
「
文
体
と
表
現
意
識
」
」
〈
『
京
都
大

学
文
学
部
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
所
収
・
一
九
五
六
年
)
で
も
、
「
訓
点

語
」
を
知
識
階
級
の
男
子
の
言
葉
と
し
て
限
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
掲
の
築
島
裕
『
平
安
時
代
漢
文
訓
読
語
に
つ
き

て
の
研
究
』
に
よ
っ
て
、
明
確
に
否
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
し
か
し
、

「
訓
点
語
」
が
現
在
の
口
語
(
現
代
の
日
常
語
)
に
及
ん
で
い
る
と
い
う

指
摘
は
正
鵠
を
得
て
お
り
、
山
田
氏
の
漢
文
訓
読
の
際
に
、
え
ら
ば
れ

た
と
こ
ろ
の
、
読
解
語
彙
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
当
時
(
平
安
時
代
)
の
日

常
的
用
語
が
カ
ナ
点
・
ヲ
コ
ト
点
等
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
(
山
田
氏
の

上
層
に
浮
上
が
っ
た
)
も
の
で
あ
ろ
う
。

●
W
.
 
表
現
語
彙
と
し
て
の
「
記
録
語
」

上
掲
の
山
田
論
文
と
同
じ
書
物
に
所
収
さ
れ
た
峰
岸
明
「
記
録
体
」
は
、
そ

の
緒
言
の
一
節
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 
 
本
来
の
漢
文
、
す
な
わ
ち
中
国
古
典
の
文
章
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
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も
と
よ
り
外
国
語
文
で
あ
っ
て
、
そ
の
文
章
は
、
中
国
語
音
で
音
読
さ

れ
る
こ
と
が
前
提
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
時
に
訓
読
さ
れ
る
と
し
て

も
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
そ
の
文
章
に
対
す
る
日
本
人
の
理
解
の
結

果
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
文
章
作
成
者
に
と
っ
て
は
何
ら
係
わ
り
の

な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
漢
文
は
、
漢
文
と
い

う
文
章
様
式
に
拠
っ
て
い
る
も
の
の
、
結
局
、
固
有
の
言
語
と
し
て
日

本
語
を
有
す
る
日
本
人
が
そ
の
よ
う
な
文
章
様
式
を
利
用
し
て
自
身
の

 
 
感
情
・
思
想
を
表
明
し
た
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
訓
読
と
い
う
行
為
を

 
 
予
想
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
は
、

 
 
音
読
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 
 
〈
傍
線
は
関
〉

 
傍
線
部
は
、
「
漢
文
訓
読
語
」
が
、
文
章
作
成
者
(
表
現
者
)
と
は
、
関

係
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
記
録
語
」
は
、
自
身
(
表
現
者
)
の
感

情
・
思
想
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
注
目

さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。

 
こ
の
講
座
論
文
の
九
年
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語

学
的
研
究
』
(
一
九
八
六
年
)
で
も
、
こ
の
部
分
は
、
序
章
の
第
二
節
に
収

録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
二
部
第
二
章
六
 
記
録
語
の
性
格
 
の
項
で
は
、

「
古
記
録
の
言
語
」
(
記
録
語
)
を
、
「
当
時
の
日
常
口
頭
語
の
う
ち
、
男
性

知
識
層
の
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
文
章
語
」
と
性
格
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
「
漢
文
訓
読
語
」
の
方
は
、
「
漢
文
で
記
さ
れ
た
学
術
・
文
芸
上
の

文
献
を
読
解
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
言
語
」
と
説
明
し
て
い
る
。

平
安
時
代
の
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙
-
文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論
1

 
こ
こ
で
は
、
表
現
語
彙
と
し
て
の
記
録
語
の
考
え
方
が
明
確
に
出
て
お
ら

ず
、
一
方
「
漢
文
訓
読
語
」
を
読
解
語
彙
と
し
た
こ
と
は
正
し
い
と
し
て
も
、

読
解
語
彙
を
極
め
て
狭
義
に
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る

と
、
考
え
ら
れ
る
。
私
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
読
解
語
彙
」
は
、
前
掲
の
峰
岸

氏
の
講
座
論
文
に
夙
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
日
本
人
の
理
解
の
結
果
」
の
も

の
で
あ
り
、
著
書
の
方
に
書
か
れ
た
「
読
解
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
」
と

い
う
よ
う
な
、
「
た
め
の
も
の
」
で
は
な
い
。

 
同
じ
年
に
国
語
学
叢
書
の
一
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
同
氏
の
『
変
体
漢
文
』

で
は
、
「
古
記
録
の
言
語
は
、
当
代
の
貴
族
教
養
層
の
言
語
の
中
か
ら
漢
文

訓
読
語
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
文
章
語
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
」

と
あ
っ
て
、
「
表
現
語
彙
」
と
「
読
解
語
彙
」
の
区
別
は
影
を
潜
め
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

二
 
表
現
語
彙
・
読
解
語
彙
と
日
常
的
用
語

i
.
 
語
彙
の
二
側
面
再
説

 
私
見
は
、
「
和
文
語
」
と
「
記
録
語
」
を
表
現
語
彙
と
見
、
「
漢
文
訓
読
語
」

を
読
解
語
彙
と
考
え
た
。
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
に
明
確
に
二
分
で
き
る
も
の

と
す
る
の
に
は
疑
義
が
あ
ろ
う
。
表
現
語
彙
を
広
義
に
と
れ
ば
、
漢
文
の
読

解
の
際
に
、
原
文
(
中
国
語
文
)
の
語
句
に
対
し
、
い
か
な
る
日
本
語
が
そ

の
文
脈
の
な
か
で
最
も
適
当
で
あ
る
か
と
い
う
判
断
 
 
用
語
選
択
 
 
が

な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
、
読
解
語
彙
も
表
現
語
彙
に
包

摂
さ
れ
る
と
も
言
え
な
く
も
な
い
。
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し
か
し
、
一
つ
の
文
章
(
作
品
)
を
、
造
形
し
よ
う
と
し
た
と
き
の
表
現

者
の
用
語
選
択
と
、
漢
文
訓
読
の
際
の
用
語
選
択
と
は
次
元
の
異
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
自
明
の
理
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
ま
で
も

な
い
が
、
現
代
に
例
を
と
れ
ば
、
日
本
人
(
精
確
に
言
え
ば
、
日
本
語
母
語

話
者
)
の
作
家
の
も
の
し
た
日
本
語
の
小
説
と
、
外
国
語
で
書
か
れ
た
小
説

を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
と
を
、
同
一
次
元
で
扱
え
る
は
ず
は
な
い
。
作

家
と
翻
訳
家
の
立
場
の
違
い
は
、
平
安
時
代
の
和
文
・
和
歌
の
作
者
と
、
訓

点
記
入
者
と
の
そ
れ
に
引
き
当
て
て
大
過
あ
る
ま
い
。

h
。
「
記
録
語
」
と
「
和
文
語
」

 
同
じ
表
現
語
彙
で
あ
っ
て
も
、
両
者
は
表
記
の
面
で
大
き
く
違
う
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
如
く
、
表
記
は
必
ず
し
も

不
可
変
な
も
の
で
は
な
い
。
周
知
の
如
く
、
『
三
宝
絵
(
詞
)
』
に
は
、
草
仮

名
表
記
の
い
わ
ゆ
る
「
東
大
寺
切
」
と
、
漢
文
(
変
体
漢
文
)
の
前
田
家
本

と
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
東
寺
観
智
院
本
の
三
種
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い

る
。
漢
文
の
前
田
家
本
の
訓
み
は
確
定
で
き
な
い
が
、
東
大
寺
切
と
三
智
院

本
の
語
彙
を
対
比
し
て
見
る
と
、
両
者
と
も
に
「
和
文
語
」
「
漢
文
訓
読
語
」

が
用
い
ら
れ
(
拙
論
「
三
宝
絵
詞
の
用
語
と
表
現
」
〈
「
山
口
大
学
文
学
会
盟
」

第
四
八
巻
・
一
九
九
七
年
〉
)
、
表
記
に
よ
っ
て
用
語
が
変
わ
る
も
の
で
な

い
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

 
む
し
ろ
相
違
す
る
の
は
、
「
記
録
語
」
の
殆
ど
の
も
の
は
漢
字
で
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
日
本
語
と
し
て
の
同
定
が
困
難
な
こ
と
、
一
方
「
和
文
語
」

の
殆
ど
は
清
濁
の
区
別
も
、
語
に
よ
る
分
か
ち
書
き
も
な
さ
れ
て
い
な
い
仮

名
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
解
読
に
困
難
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『
源
氏
物
語
』

に
代
表
さ
れ
る
仮
名
散
文
(
和
文
)
の
研
究
は
中
世
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、

殆
ど
が
解
読
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
「
記
録
語
」
の
資
料
の
国
語
学
的
な
研

究
は
前
掲
の
峰
岸
氏
の
著
書
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
如
く
、

つ
い
最
近
に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
峰
岸
氏
に
よ
れ
ば
、
上
記
に

も
引
用
し
た
通
り
「
漢
文
訓
読
語
を
基
盤
と
し
て
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
か

ら
分
か
る
こ
と
は
、
用
語
自
体
は
「
漢
文
訓
読
語
」
と
一
致
す
る
も
の
が
多

い
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
肝
要
な
の
は
、
用
語
は
た
と
え
一
致
し
て
も
、
漢
籍
・
経
典
に

記
入
さ
れ
た
カ
ナ
点
・
ヲ
コ
ト
点
か
ら
得
ら
れ
た
「
漢
文
訓
読
語
」
と
古
記

録
に
用
い
ら
れ
た
「
記
録
語
」
と
で
は
、
性
格
が
全
く
異
な
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
古
記
録
の
筆
者
(
表
現
者
)
は
、
「
記
録
語
」
を
用
い
て
自
身
の
感

情
・
思
想
を
述
べ
た
、
と
い
う
の
は
峰
岸
氏
の
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。

 
さ
て
、
峰
岸
氏
は
、
前
掲
書
の
「
記
録
語
の
性
格
」
の
項
で
、
「
和
文
語
」

を
「
仮
名
文
学
語
」
と
呼
称
し
、
こ
れ
を
「
当
時
の
日
常
口
頭
語
の
基
盤
の

上
に
立
っ
て
、
特
に
教
養
あ
る
女
性
達
に
よ
っ
て
文
美
的
に
洗
練
さ
れ
た
言

語
」
と
性
格
づ
け
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
用
語
を
専
ら

念
頭
に
お
い
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
成
立
と
思
わ
れ
る
『
竹
取
物
語
』

『
う
つ
ほ
物
語
』
或
い
は
『
土
左
日
記
』
の
よ
う
な
「
和
文
語
」
の
な
か
に

・
「
漢
文
訓
読
語
」
の
混
入
し
た
よ
う
な
「
仮
名
文
学
」
の
用
語
を
ど
う
説
明

す
る
の
か
、
疑
義
の
持
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
前
章
の
h
で
取
り
上
げ
た
築
島
論
文
の
パ
タ
ー
ン
4
.
 
に
つ
い

て
の
私
見
を
述
べ
る
。
ま
ず
、
A
B
C
ズ
シ
テ
・
ム
ト
ス
・
シ
ム
・
シ
カ
は
、

語
ご
と
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
和
文
に
は
、

少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
作
品
に
は
少
数
で
は
あ
っ
て

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
D
デ
・
ム
ズ
・
ス
・
サ
ス
・
サ
は
、
以
前
・
以

後
を
問
わ
ず
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
少
数
使
用
と
頻
用
の
差
が
、
パ
タ
ー

ン
4
.
 
と
他
の
一
.
 
2
.
 
3
.
 
の
大
き
な
相
違
と
し
て
、
山
口
論
文
批
判
の
中
で
、

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
ズ
シ
テ
と

デ
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
、
そ
れ
に
シ
カ
と
サ
の
意
味
差
が
全
く
問
題
に
さ
れ
て

い
な
い
。
仮
名
散
文
の
表
現
者
は
、
こ
の
意
味
差
を
考
慮
し
て
、
物
語
等
の

場
面
(
文
脈
)
に
対
応
し
て
使
い
分
け
た
も
の
で
あ
る
(
ム
ト
ス
と
ム
ズ
、

ズ
シ
テ
と
デ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
平
安
時
代
和
文
語
の
研
究
』
 
〈
一
九
九

三
年
〉
第
三
部
第
五
章
・
拙
論
「
「
ず
し
て
」
の
意
味
 
 
主
と
し
て
平
安

和
文
の
用
例
を
通
し
て
の
分
析
 
 
」
〈
「
日
本
文
学
研
究
」
第
三
七
号
・
二

〇
〇
二
年
〉
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
)
。

 
「
漢
文
訓
読
語
」
を
読
解
語
彙
・
「
和
文
語
」
を
表
現
語
彙
と
み
れ
ば
、

こ
の
相
違
を
認
め
ず
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
上
代
語
か
ら
平
安
時
代
和
文
語
へ

の
不
連
続
を
め
ぐ
る
議
論
・
疑
義
は
殆
ど
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
古
記
録

の
語
彙
が
、
「
漢
文
訓
読
語
」
を
主
と
し
な
が
ら
「
和
文
語
」
(
仮
名
文
学
語
)

も
交
え
用
い
る
と
す
る
峰
岸
説
に
も
齪
擁
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。平

安
時
代
の
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙
-
文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論
一

…
m
.
 
日
常
的
用
語
に
つ
い
て

 
前
節
ま
で
に
「
歌
語
」
に
つ
い
て
は
、
述
べ
る
こ
と
を
控
え
て
き
た
。
こ

の
術
語
を
生
じ
さ
せ
た
「
和
歌
」
は
、
「
漢
詩
」
に
対
峙
す
る
も
の
で
あ
り
、

表
現
者
の
感
情
を
主
と
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
「
歌
語
」
は
表
現
語
彙
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
る

に
同
じ
表
現
語
彙
で
あ
る
は
ず
の
「
漢
詩
(
用
)
語
」
と
い
う
術
語
が
あ
っ

て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
語
史
の
な
か
で
、
「
漢
詩
(
用
)

語
」
の
よ
う
な
も
の
が
、
殊
更
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
、
私
は
寡
聞
に

し
て
知
ら
な
い
。
思
う
に
、
漢
詩
の
用
語
は
和
語
(
固
有
の
日
本
語
)
を
指

向
せ
ず
、
中
国
語
を
指
向
す
る
も
の
で
、
純
漢
文
の
用
語
と
基
本
的
に
同
じ

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
日
本
語
母
語
話
者
が
、
中
国
語
で
自
身
の
感
情
・
思
想

を
吐
露
し
た
も
の
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

 
こ
の
項
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
の
は
、
日
常
的
用
語
は
、
表
現

語
彙
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
で
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
り
と
て
、
読
解
語
彙
で
も
な
い
。
私
の
考
え
る
日
常
的
用
語
は
そ
れ

ら
と
は
次
元
の
こ
と
な
る
概
念
で
あ
る
。
は
じ
め
に
 
の
注
に
簡
単
に
記
し

て
お
い
た
よ
う
に
、
表
現
者
は
言
語
表
現
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
何
ら
か
の

意
図
的
な
用
語
選
択
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
述
べ
来
っ
た
通
り
、
和
文
語
も

記
録
語
も
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
。
読
解
語
彙
で
あ
る

漢
文
訓
読
語
も
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
広
義
に
と
れ
ば
、
表
現
語
彙
と
し
て

の
性
格
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
日
常
的
用
語
は
、
話
す
こ

と
.
 
書
く
こ
と
の
日
常
的
な
言
語
表
現
に
お
い
て
、
用
語
選
択
を
意
識
す
る
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こ
と
が
極
め
て
弱
い
状
況
下
で
用
い
ら
れ
た
語
と
規
定
す
る
以
外
に
な
い
の

で
は
な
い
か
。

 
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
「
和
文
語
」
は
、
文
学
作
品
と
し
て
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
用
語
を
選
択
す
る
と
い
う
意
識
の
強
い
な
か
で
選
ば
れ
た
も
の
で
あ

り
、
日
常
的
用
語
か
ら
は
遠
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
歌
語
」
も
同
様
で

あ
る
。

 
「
漢
文
訓
読
語
」
と
「
記
録
語
」
は
、
読
解
語
彙
と
表
現
語
彙
と
し
て
の

相
違
は
あ
る
が
、
前
者
は
前
述
の
如
く
、
「
漢
文
訓
読
の
た
め
の
も
の
」
で

は
な
く
、
「
漢
文
訓
読
の
際
に
上
層
に
浮
上
が
っ
た
」
語
で
あ
り
、
現
代
語

に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
「
記
録
語
」
の
多
く
は
語
そ
の

も
の
は
「
漢
文
訓
読
語
」
と
一
致
す
る
が
、
そ
の
実
用
的
な
性
格
か
ら
し
て
、

こ
の
二
つ
が
日
常
的
用
語
に
最
も
近
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。

付
 
和
漢
混
清
文
の
用
語
に
つ
い
て

 
和
漢
混
清
文
な
る
も
の
が
、
一
つ
の
文
体
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
説
明
を
読
め
ば
、
私
見
と
は
全
く
異
な
り
、
便
宜
的
表
面
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

 
 
 
「
和
文
」
と
「
漢
文
」
と
の
調
和
の
上
に
成
り
立
つ
「
和
漢
混
清
文
」

 
 
は
、
平
安
朝
女
流
の
手
に
な
る
仮
名
文
学
隆
盛
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
存

 
 
在
す
る
男
性
の
手
に
な
る
「
漢
文
」
「
変
体
漢
文
」
「
漢
文
訓
読
文
」
の

 
 
洗
練
普
及
と
が
、
平
安
末
期
に
合
流
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
(
『
日
本
語
学
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
〈
一
九
九
七
年
〉
の
「
和
漢
混
清
文
」

 
 
の
項
)

 
こ
の
『
事
典
』
は
、
各
項
目
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
し
か
る
べ
き
［
参
考
文

献
］
を
挙
げ
て
い
る
が
、
当
該
項
目
の
末
尾
に
は
、
第
一
章
の
…
皿
.
 
に
掲
げ

た
山
田
俊
雄
「
和
漢
混
清
文
」
(
『
岩
波
講
座
 
日
本
語
一
〇
 
文
体
』
の
一

つ
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
図
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
山
田
論
文
は
「
和
漢
混
清
文
」
と
い
う
類
型
と
し
て
の
文
体
の
存
在

を
否
定
し
て
い
る
。
要
す
る
に
山
田
論
文
の
存
在
だ
け
は
認
あ
ら
れ
、
そ
の

中
身
の
分
析
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、
学
界
の
現
状
で
あ
る
。

 
述
べ
来
っ
た
如
く
、
和
漢
混
清
文
と
漢
文
訓
読
文
は
、
表
現
者
(
作
者
)

か
ら
離
れ
、
観
察
者
(
後
世
の
研
究
者
)
の
側
か
ら
立
て
ら
れ
た
文
体
と
し

て
位
置
付
け
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
築
島
氏
の
「
二
型
対
立
」
に
よ
っ
て

注
目
さ
れ
た
「
和
文
語
」
と
「
漢
文
訓
読
語
」
は
、
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙

と
い
う
次
元
の
こ
と
な
る
も
の
を
、
同
一
次
元
で
敢
え
て
対
立
さ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
正
し
く
は
「
和
文
語
」
と
「
記
録
語
」
と
を
対
立
さ
せ
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
。

 
さ
て
こ
こ
に
、
「
和
漢
混
清
(
文
)
語
」
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
の
は
、

こ
の
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
清
文
な
る
も
の
が
、
表
現
者
(
作
者
)
に
よ
っ
て
意

図
的
に
選
ば
れ
た
文
体
で
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

 
次
に
、
同
じ
説
話
を
素
材
に
し
て
成
立
し
た
『
大
和
物
語
』
(
和
文
)
の

一
部
分
と
『
今
昔
物
語
集
』
(
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
清
文
)
の
対
応
箇
所
の
対

比
を
通
し
て
右
の
こ
と
を
具
体
的
に
説
明
す
る
。
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『
大
和
物
語
』
〔
百
五
段
〕
(
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
)

 
 
 
鞍
馬
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
こ
も
り
て
い
み
じ
う
行
ひ
を
り
。
さ
す
が
に

 
 
い
と
こ
ひ
し
う
お
ぼ
え
け
り
。
京
を
思
ひ
や
り
つ
＼
、
よ
う
つ
の
こ
と

 
 
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
て
行
ひ
け
り
。
な
く
く
う
ち
ふ
し
て
、
か
た

 
 
は
ら
を
み
け
れ
ば
文
な
む
み
え
け
る
。
な
ぞ
の
文
ぞ
と
お
も
ひ
て
と
り

 
 
て
み
れ
ば
、
こ
の
わ
が
思
ふ
人
の
文
な
り
。
書
け
る
こ
と
は
、

 
 
 
 
す
み
ぞ
め
の
く
ら
ま
の
や
ま
に
い
る
人
は
だ
ど
る
く
も
か
へ
り

 
 
 
 
来
な
な
む

 
 
と
書
き
け
り
。
い
と
あ
や
し
く
誰
し
て
を
こ
せ
つ
ら
ん
と
お
も
ひ
を
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

 
 
も
て
く
べ
き
た
よ
り
も
お
ぼ
え
ず
、
い
と
あ
や
し
か
り
け
れ
ば
、
ま
た

 
 
ひ
と
り
ま
ど
ひ
き
に
け
り
。
か
く
て
又
山
に
い
り
に
け
り
。
さ
て
を
こ

 
 
せ
た
り
け
る
。

 
 
 
 
か
ら
く
し
て
お
も
ひ
わ
す
る
＼
恋
し
さ
を
う
た
て
な
き
つ
る
鴬
の
声

 
『
今
昔
物
語
集
』
〔
巻
第
三
十
 
第
三
〕
(
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ

る
)
 
㊧
(
)
内
の
半
角
の
カ
タ
カ
ナ
は
、
テ
キ
ス
ト
で
は
振
り
仮
名
で
、

校
注
者
の
推
読
。

 
 
 
其
ノ
後
鞍
馬
山
ト
云
フ
所
二
深
ク
籠
居
テ
、
艶
(
エ
モ
イ
ハ
)
ズ
行
ピ
ケ

 
 
ル
ニ
、
前
生
(
ゼ
ン
シ
ャ
ウ
)
ノ
機
縁
や
深
カ
リ
ケ
ム
、
常
二
彼
(
カ
)
ノ
病

 
 
(
ヤ
ミ
シ
)
者
ノ
有
様
ノ
思
ヒ
被
出
(
イ
デ
ラ
レ
)
テ
、
心
二
懸
リ
恋
シ
ク
思
工

ケ
レ
バ
、

リ
ケ
ル
ガ
、

行
ヒ
ノ
空
(
ソ
ラ
)
モ
元
ク
テ
ノ
ミ
有
ケ
ル
程
逗

留
上
(
オ
キ
ア
ガ
リ
)
テ
見
ケ
レ
バ
、

 
 
 
 
、
打
臥
シ
タ

傍
二
文
有
リ
。
弟
子
ノ

法
師
ノ
一
人
七
情
(
ソ
ヒ
タ
リ
)
ケ
ル
ニ
、
「
此
(
コ
)
ハ
何
ゾ
ノ
文
ゾ
」
問
ヒ

平
安
時
代
の
表
現
語
彙
と
読
解
語
彙

文
体
史
研
究
の
あ
り
方
試
論
ー

ケ
レ
バ
、
不
知
(
シ
ラ
)
ヌ
由
ヲ
答
(
コ
タ
へ
)
ケ
レ
バ
、
浄
蔵
文
ヲ
取
テ
披

(ヒ

宴
L
)
テ
見
ル
ニ
、
此
ノ
我
が
忍
ブ
人
ノ
手
下
テ
有
り
。
奇
異
(
ア
サ
マ
シ
)

ト
思
テ
読
メ
バ
、
此
ク
書
タ
リ
、

 
 
ス
ミ
ゾ
メ
ノ
ク
ラ
マ
ノ
山
型
イ
ル
人
ハ
タ
ド
ル
…
モ
カ
ヘ
リ

 
 
キ
ナ
・
ム

ト
有
り
。
浄
蔵
男
ヲ
見
ル
ニ
糸
惟
(
イ
ト
ア
ヤ
シ
)
ク
、
「
此
レ
ハ
誰
ヲ
以
遣

(モ

e
オ
コ
セ
)
セ
タ
ル
ナ
ル
ラ
ム
。
可
持
来
(
モ
テ
キ
タ
ル
ベ
)
キ
便
(
タ
ヨ
リ
)
モ
不

思
(
オ
ボ
エ
)
ズ
。
奇
異
(
ア
サ
マ
シ
)
キ
事
カ
ナ
」
ト
思
テ
、
「
今
ハ
此
ノ
事
止

メ
テ
、
偏
(
ヒ
ト
へ
)
二
行
ヒ
ヲ
セ
ム
」
.
 
ト
思
ピ
ケ
レ
ド
モ
、
尚
愛
欲
ノ
思

ヒ
ニ
不
勝
(
タ
へ
)
ズ
シ
テ
、
其
ノ
夜
忍
テ
京
二
出
テ
、
彼
ノ
病
(
ヤ
ミ
シ
)

者
ノ
家
二
行
テ
、
構
(
カ
マ
へ
)
テ
「
然
＼
(
シ
カ
シ
カ
)
」
ト
云
入
(
イ
ヒ
イ
レ
サ
)

セ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
娘
霧
(
ヒ
ソ
カ
)

夜
ノ
内
二
鞍
馬
二
返
り
行
ニ
ケ
リ
。

二
呼
入
レ
テ
会
ニ
ケ
リ
。
然
(
サ
)
テ
亦

其
レ
ニ
、
浄
蔵
尚
恋
シ
カ
リ
ケ
レ

 
 
バ
、
女
ノ
許
二
半
(
カ
ク
)
ナ
ム
忍
テ
主
遣
(
イ
ヒ
ヤ
リ
)
タ
リ
ケ
リ
、

 
 
 
 
カ
ラ
ク
シ
テ
オ
モ
ヒ
ワ
ス
ル
・
コ
ヒ
シ
サ
ヲ
 
ウ
タ
テ
ナ
キ
ツ
ル

 
 
 
 
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
コ
エ

 
 
 
ト
。

 
こ
の
二
つ
を
対
比
し
て
、
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
和
文
の
用
語
は
、
選
択

と
と
も
に
そ
の
表
裏
の
関
係
に
な
る
「
避
選
択
」
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
右
の
二
つ
の
例
で
具
体
的
に
指
摘
し

た
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
(
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
)
で
、
傍
線
部
1
「
前
生

～
病
者
ノ
有
様
ノ
」
の
部
分
が
『
大
和
物
語
』
(
以
下
『
大
和
』
と
略
す
)
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で
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
次
の
傍
線
部
2
「
心
吐
息
カ
リ
～
有
ケ
ル
程
一
こ

が
、
『
大
和
』
で
は
、
波
線
部
「
こ
ひ
し
う
」
と
の
み
描
か
れ
、
さ
ら
に
波

線
部
「
よ
う
つ
の
こ
と
」
「
な
く
く
」
で
描
き
継
が
れ
て
い
る
。
『
今
昔
』

の
傍
線
部
3
「
起
上
～
見
レ
バ
」
は
、
『
大
和
』
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
で
十
分
わ
か
る
場
面
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
『
今
昔
』
で
は
傍
線

部
4
「
弟
子
ノ
～
答
ケ
レ
バ
」
が
あ
る
が
、
『
大
和
』
に
は
こ
れ
も
描
か
れ

て
な
い
。
「
弟
子
」
の
登
場
な
ど
『
大
和
』
の
描
写
に
は
必
要
の
な
い
こ
と

で
あ
る
。
女
か
ら
の
歌
を
読
み
終
わ
っ
た
後
の
浄
蔵
の
動
作
を
『
今
昔
』
は

傍
線
部
5
「
今
ハ
～
会
ニ
ケ
リ
」
で
事
細
か
に
説
明
し
て
い
る
が
、
『
大

和
』
で
は
波
線
部
「
ま
た
ひ
と
り
ま
ど
ひ
き
に
け
り
。
」
と
だ
け
記
す
。
『
今

昔
』
の
詳
し
い
記
述
は
、
恋
物
語
で
あ
る
『
大
和
』
で
は
不
要
の
こ
と
と
し

て
描
か
れ
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
『
今
昔
』
の
傍
線
部
6
「
其
レ
ニ
、

～
忍
テ
」
も
『
大
和
』
に
は
記
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

 
『
大
和
物
語
』
の
描
か
れ
な
い
も
の
、
言
わ
ば
「
省
筆
」
の
技
法
、
さ
ら

に
言
葉
を
変
え
れ
ば
「
避
選
択
」
は
、
右
の
『
今
昔
』
と
の
比
較
の
例
で
は

長
短
の
差
は
あ
れ
、
文
ま
た
は
語
句
の
「
避
選
択
」
で
あ
る
。

 
こ
れ
ま
で
述
べ
来
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
漢
文
訓
読
語
」
の
多
く
を
、
和
文
の

地
の
文
で
用
い
な
い
の
も
、
そ
の
作
品
や
場
面
(
読
者
・
聴
者
)
に
対
応
し

た
「
避
選
択
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
和
漢
混
清
文
」
に
は
こ
の
よ
う
な
意

図
的
な
「
避
選
択
」
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

 
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
こ
の
精
確
に
は
「
文
体
」
と
し
て
立
て
ら

れ
な
い
こ
の
よ
う
な
作
品
(
資
料
)
に
用
い
ら
れ
た
語
は
、
本
稿
で
い
う

「
日
常
的
用
語
」
に
近
く
、
さ
れ
ば
こ
そ
「
和
文
と
漢
文
の
調
和
し
た
も
の
」

と
い
う
一
般
的
な
説
明
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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